
4.厚生年金

厚生年金の被保険者数、被扶養配偶者数、老齢・退年相当受給者数について前回と今

回を比較したものが図表 3-4-1で ある。

被保険者数は、直近において増加 している影響で、2010年度には前回と比べ 9.0%増

加 しており、2015年度から 2030年度には増加率が 12%以上となっている。その後、こ

の増加率は少子化の進展度合の差の影響で次第に小さくなり、2065年度には減少に転じ、

2100年度では減少率が 18.1%と なっている。

被扶養配偶者数は、前回に比ベー貫して減少 している。被保険者数の変動に比べ減少

率が大きくなつてお り、女性の社会進出がより進んでいる状況がうかがえる。2025年度

以降は少子化の影響も加わり、減少率は更に大きくなつており、2100年度では 36.3%に

達している。

老齢・退年相当受給者数は、主に寿命の延びの影響で、2010年度で前回に比べて 2.1%

増カロしており、2020年度には 10.8%の増加 となっている。2040年度までにかけて被保

険者数が 1割程度増加 しているが、この増加 した被保険者が受給者増に結びつくため、

2025年度以降は老齢・退年相当受給者数は前回に比べて更に増加 し(2070年度で 28.6%

の増 となつている。以後は少子化の影響が出てくるため増加率は減少するものの、2100

年度で 13.6%増加 している。

(図表 卜←1)厚生年金の被保険者数等の平成 16年財政再計算との比較

年 度
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図表 3-4-2は、厚生年金の給付費、基礎年金拠出金、保険料収入、年度末積立金につ

いて前回と今回で比較 したものである。

給付費 (基礎年金交付金控除後)は、名 目額でみると、経済前提の違い等も反映し前

回と比べてかなり大きく増加 してお り、特に 2070年度以降で 30%以上の増加 となつて

いるが、平成 21年度価格で規模をそろえて比較すると、増加率が大きい時で 20%を下

回る程度となる。平成 21年度価格で比較すると、給付費は、寿命の延びの影響やマクロ

経済スライ ドの開始年度が遅れた影響もあり、2015年度で前回より9.9%増加 している。

また、今回は前回より早い 2019年度に報酬比例部分のマクロ経済スライ ドが終了するた

め、2025年度には前回との差が拡大し 11.4%に達している。その後、老齢・退年相当受

給者数の増加を反映して前回との差は更に拡大し、2070年度には 2割弱に達しているが、

以後は少子化の進行度合いの差の影響で老齢年金受給者数が減少することから前回との

差も縮小することとなる:

基礎年金拠出金は、被保険者数及び被扶養配偶者数の変化に拠出金単価の変化の影響

が加わる形で変動することとなる。基礎年金拠出金は、2010年度には平成 21年度価格

で前回から 10。 9%増加 しているが、被保険者数の増加 と拠出金単価の増加を反映して

2015年度には 17.6%の増となっている。2040年度以降は、拠出金単価が減少している

影響を受けて減少に転 じ、2060年度以降拠出金単価が増加に転 じた後も、被保険者数や

被扶養配偶者数の減少がより大きく、引き続き前回に比べ減少している。2100年度には

14.8%の減少となっている。

平成 21年度価格でみた保険料収入は、保険料率が前回財政再計算から変化 していない

ため、被保険者数の変化を反映した動きとなつている。

年度末積立金は 2020年度までは前回より減少しているが、2025年度以降は増加 して

おり、増加率も年々拡大 している。2100年度では前回に比べ 68.6%の増加 となっている

が、給付調整の際に積立度合を 1にする年度が前回の 2100年度から今回の 2105年度ヘ

5年間ずれていることが影響 している。
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(図表34-2)厚生年金の給付費等の平成 16年財政再計算との比較

年度

給付費 基礎年金拠出金

名目額 (再計算結果) 平成21年度価格 名 目額 (再計算結果 ) 平成21年度価格

平成 16年

財政再計算
∩
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財政検証
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2035

2040

2045

2050

2055

2060

2065

2070

2075

2080

2085

2090

2095
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兆円     兆円      %
24.4      23.1    ∠ゝ  5 2
26.0      26.2       0 7
26.6      27 5       3 5
27.6      29.2       5 8
29.8      31 7       6.2
33.1      36.0       8 6
37.2      41 6      11 8´

40 4      46 4      14 7
43 1      50 9      18.0
45 2      55 4      22 4
47.0      59.9      27.3
49.0      64.7      32.2
51 1      69 3      35.6
53 4      73.0      36.8
55.9      76 2      36.5
58.5      79.6      36 0
61 3     83 2      35.7
64 4      87 4      35 8
67.7      92.0      35 8

ツヒ円      リヒ円       %
22.6      22 9       1.0
21 9     24.1      9 9
20.2      22 4      11 1
189   210    11.4
18.4     20 2      9.7
18.4     20 2     10 0
18 6     20.7     11.1
18 3     20 4     11.7
17_5      19.8      12_7
16.6      19 0      14.6
15 5      18 2      16.9
14 6      17 4      19.1
13.7      16 4      19 7
12.9     15 3     18 5
12 2      14 1      15 9
11.5      13 0      13 2
10.9      12 0      10 9

10.3    11.2    88
98    104    66
97

リヒ円      ツ
`円

       %
130    135    41
15 1      16 3       7 8
16 5      18 1       9 4
17.7      19 2       8.9
19.4      20 5       5 7
22 0      22.4       2 0
25 4     25 5      0 4
28 6      28,9       1 1
31.4   319    16
33.7      34 8       3 4
35 5      37.6       5 9
37 4      40.6       8 7
39.3      43.4      10 6
41.2      45 8      11 0
43 4      47.8      10 3
45.7      49 9       9 4
48.0      52 3       8 8
50.5      54 9       8 6
53.3      57 8       8 4

60 R

12 0      13 3      10 9
12 7      15.0      17.6
12.6      14 8      17.5
12 1      13 9      14.6
12 0      13 1       9.1
12 2      12.6       3 3
12.7      12.7    ∠ゝ 0 3
12.9      12.7    ∠ゝ 1 6
12.8      12.4    ∠ゝ 3 0
12 4      12 0    ∠ゝ 3 2
118   11.4  △ 28
11 1    109   ∠ゝ 2.1
10.5      10 3    ∠ゝ 2 4
100    9.6  △ 39
9:5    8.9  △ 64
90    82  ∠ゝ 8.9
8.5    76  ∠ゝ‐11.1
81    70  ∠ゝ 130
77    6.5  ∠ゝ 14.8

611

兆円兆円

年 度

保 険 収 入 年度末積立金

名目額 (再計算結果) 平成21年度価格 名目額 (再計算結果 ) 平成21年度価格

平成 16年

財政再計算
∩

平成 21年

財政検証
の

害J合

`の

一∩ /ヽ∩

平成 16年

財政再計算
∩

平成21年

財政検証
害1合

平成 16年

財政再計算
∩

平成 21年

財政検証
の

手J合

`め

_∩ /ヽ∩

平成 16年

財政再計算
∩

平成 21年

財政検証
割 合

2010

2015

2020

2025

2030

2035

2040

2045

2050

2055

2060

2065

2070

2075

2080

2085

2090

2095

2100
,10■

ツ
`円

      ツヒ円        °/
25.5      24 7    ∠ゝ 3.1
30 8      31 7       3.1
34 8      36 9       6 0
37.7      40.8       8 4
40.0      44.5      11 1
41.6     47 0      12.9
43 1      49 1      14.0
44 9      51 5      14 7
47 2      54 1      14 6
50.0      57 0      14 1
52.8      59.8      13.3
55.6      62 5      12.4
58 4     65 2      11.7
61 4      68 5      11.5
65 0      72 4      11.4
69.1      76 7      10.9
73_9      81.2       9.9
79.1      85.8       8.5
84 8      90.7       7 0

96 2

ツヒ円      ツヒ円       ツ
23 7     24 4      3.2
25 9      29 2      12.5
26 4      30 0      13 8
25 8     29 4     14 2
24.7      28 3      14.7
23.1     26.4     14.3
21.6     244     13.2
20 3      22 6      11.7
19‐ 2   210    94
18.3      19.6       6.8
17.5      18 2       4.0
16 6      16 8       1.2
15.7    155   △  1.4
14 9      14 4    ∠ゝ 3 4
142   13.4  ∠ゝ 54
13 6      12 6    ∠ゝ 7 6
13.1      11 7   ∠ゝ 10 2
12.6      11.0   ∠ゝ 13.1
12 2      10 3   △ 16.0

96

ツじ円      り
`円

       %
156 0     142 6    ∠ゝ 8 5
162.5     144.2   △ 11 3
186 3     172 5    ∠ゝ 7.4
223 1     219 9    ∠ゝ 1 4
266.6     284 2       6.6
306 1     354 8      15.9
330 1     417.1      26 4
338 0     466 6      38.1
33510     507 7      51.6
325.6     539 7      65.8
314 4     562 5      79 0
301 2     570 9      89 6
284.4     561.3      97 4
263.2     536.8     103 9
237.9     502 5     111 2
209 1     459 8     119 9
178.4     406 4     127.8
147 0     337 4     129.5
115.1     247 2     114 7

1■ , 4

り
`円

      ツヒ円       ツ
144.9     141 1    ∠ゝ 2.6
136 8     132.5    △ 3.2
141 4     140.6    △ 0 5
152 6     158 5       3.8
164 4     181 0      10.1
170 1     199 7      17.4
165.3     207 5      25 5
152 6     205 2     ・ 34 4
136 3     197.3      44.7
119.4     185.4      55 2
103.9     170 8      64 3
89.7     153 2      70.7
76 4     133 1      74.3
63 7     112.5      76.6
51 9      93.1      79 4
41 1      75.3      83 1
31 6      58.8      86 0
23 5      43.2      83.8
16.6      28 0      68.6

12 ,

注 1 平成21年度価格は年金数理部会による推計値である。
注 2 給付費はt基礎年金交付金を控除した後の数値である。
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厚生年金の財政指標の見通 しをみると (図表 34-3)、 年金扶養比率は、最近の被保険

者数の増加の影響で、2010年度では前回に比べ 0.16の改善となっている。 しかし少子

高齢化の度合いの差が次第に大きくなる影響で、2025年度以降は前回より低い状態とな

り、2100年度では 0.46低下している。

総合費用率は、2010年度では前回と同じ 18.8%であるが、被保険者数の増加を反映し

2025年度まで 0.2～0.3%ポイン ト低下している。さらに基礎年金部分のマクロ経済スラ

イ ドの期間が延長 される効果が加わり、2035年度及び 2040年度には 1.0ポイン トの改

善となつているが、その後、少子高齢化度合いの差の影響により、2055年度以降は前回

より高い状況が続き、2100年度で 4.0ポイン ト高くなっている。

独 自給付費用率は、2010年度では前回より0.3ポイン ト低くなっているが、2050年度

以降は前回より高い値で推移 してお り、2100年度で 3.9ポイン ト高くなつている。なお、

2070年度頃から独 自給付費用率と総合費用率の差が同程度となつてお り、この期間は基

礎年金拠出金の負担が前回と同程度になっていることが うかがえる。

保険料比率は、2010年度は 84.6%で前回程度であるが、次第に前回より大きく上昇し、
'

マクロ経済スライ ドの期間が延びる影響もあり、2035年度には増カロ幅が最大の 5.2ポイ

ントとなる。その後 2055年度以降は前回より低い状態となり、2100年度には 75.1%と

前回より 14.8ポイン ト低くなつている。

収支比率は、運用収入の減少等により2010年度では前回より8.oポイン ト高くなって

いるが、運用収入の増加等を反映して急速に改善し、2030年度には最も低い 75。 1%と 、.

6.4ポイン ト低い水準になる。以降も、マクロ経済スライ ドの期間が延びる影響や、積

立金の増加が運用収入の増カロにつながることなどにより、前回からの低下幅が拡大し、

2050年度に 12.0ポイントの低下となる。その後は低下幅が縮小 しはじめ、2075年度以

降は前回より高い水準になる。

積立比率は、当初は前回より低い状態であるが、2035年度以降は逆転し、前回より高

い水準で推移する。積立度合を 1にする年度が 5年遅くなっていることなどを反映し、

2100年度で前回に比べ 0.9高 くなっている。
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(図表 }4-3)厚生年金の財政指標の平成 16年財政再計算との比較

年 度

年金扶養比率 総合費用率 独自給付費用率

平成16年

財政再計算
平成21年
財政検証

差
平成16年
財政再計算

平成21年

財政検証
差

平成16年

財政再計算
平成21年

財政検証
差

2010

2015

2020

2025

2030

2035

2040

2045

2050

2055

2060

2065

2070

2075

2080

2085

2090

2095

2100
,10月

43       2.59       0 16
17       2.27       0 10
17        2.20        0.04

21        2.18     ∠ゝ 0.02

15        2.09     ∠ゝ 0.06

99        1.88    ∠ヽ 0.11
78        1 63     ∠ゝ 0.15

65        1:48    ∠ヽ 0.17

58        1 39    ∠ゝ 0.19
56       1.32    ∠ゝ 0 23
57       1 27    △ 0.29
58       1.22    ∠ゝ 0.36
58       1.18    ∠ゝ 0 39
57       1.16    ∠ゝ  0 41
56       1.16    ∠ゝ 0 40
57       1.17    ∠ゝ 0 40
59       1.18    △ 0 41
62        1.19    ∠ゝ 0.43

66        1 19    ∠ゝ 0.46
1_20

%       %
18 8       18.8     △ 0 0
18.9       18.8     △ 0 2
18.1    、  17.9     ∠ヽ 0 2
17.6       17.3     ∠ゝ 0 3
18 0       17 2     ∠ゝ 0 8
193     183   ∠ヽ 10
21 2      20.2     △ 1 0
22 3       21 6     ∠ゝ 0 7
22.8       22 6     △  0.2
22.7       23 3        0.6
22.4       24.1        1.6
22 3       24.9        2.6
22 2       25.5        3 4
22 0       25.6        3 6
21.8       25.3        3 5
21.5       24.9        3.4
21.1       24.7        3 5
20.7       24.5        3 8
20.4       24 4        4 0

24 2

%
48
4.6

3.8

3.3

3.6

415

58
6.5

6.7

6.6

63
6.1

60
59
5.7

55
5.2

49
4_6

%
4.4   ∠ゝ 03
4.3   △ 04
3.4   ∠ゝ 0.3
2.9   ∠ゝ 0.3
3.0   △ 06
40   △ 06
55   ∠ゝ 0.3
65   ∠ゝ 0.0
72     05
7.8     12
83     20
9.0      2.8
94     3.4
95     3.6
9.3     35
9.0     35
8.8     36
87     3.8
86     39
R4

年度

保険料比率 収支比率 積立比率

平成 16年
財 計 五 計 管

平成21年
財 市 給 言r 差

平成16年

財政再計算
平成21年
財 静 給 証

差
平成16年
財政再計算

平成21年

財政検証
差

2010

2015

2020

2025

2030
2035

2040

2045

2065
2070

2075

2080

2085

2090

2095

2100
,10R

%       %
84 5       84.6        0 1
93.2       93.9        0.8
101.0      102 1        1 1
104.1      106.0         1.9

101.7      106.5        4.8
94.6       99.9        5 2
86.4       90.5        4.1
82.1       84 7        2 7
80 3       81 0        0 8
80.5        78 4      ∠ゝ 2.1

81.5       76.1     △ 5.5
82 2       73.5     zヽ  8 7
82.5       71.7    ∠ゝ  10.9
83.0       71.4    ∠ヽ  11.6
83.8       72.3    ∠ヽ  11.5
85 0       73 4    △  11.6
86.6       74.2    ∠ヽ  12.3
88.2       74.7    ∠ゝ  13.5
89.8       75 1    ∠ゝ 14 8

75 8

%       %
99 2      107.2       8 0
92 2       94 3       2 1
84 9      82.7     △ 2.2
81 2       77 9     ∠ゝ  3.3
81.5       75 1     △  6.4
86.0       77 2     △  8 8
93 4      82.7    △  10 6
98.5      86.8    △  11.8
101.8       89.8    △  12.0
103.0      92.6    △  10.4
103.2      95.5     △  7.7
103 9      99 6     △ 4.3
105.0      103.6     △  1 4
106 0      106.3        0 3
106.9      108.0        1.1
107.3      109 6        2 3
107.2     111.9       4.7
107 0      115 3       8.3
106.6      119.6       13 0

124 4

52     4.9   △ 0.2

48     4.2   △ 06
5.2     4.6   ∠ヽ 0.7

5.9     5.4   ∠ゝ 0.5
6.6     6.5   ∠ゝ 01
68     7.3     04
65     75     09
62     7.5     1.4
5,7     75     1.8
5.3     7.3     21
4.9     7.1     22
4.5     67     22
4.1      6.2      21
3.6     5.7     2.0
3.1      5.1      2.0
2.6     4.5     18
2.2     3.8     17
17     31     1.4
13     2_2     0.9

1_2
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5、 国共済+地共済

国共済十地共済の被保険者数、被扶養配偶者数、老齢・退年相当受給者数について前

回と今回を比較 したものが図表 }5-1である。

被保険者数は、直近で減少 している影響を受け、2010年度には前回に比べ 0.6%少な

くなっている。 しかし前回の財政再計算よりも前提となる被保険者数の減少率を小さく

設定しているため、2015年度以降は増加に転 じ、2025年度には前回に比べた増加率が

3.3%と なっている。その後は少子化の進行度合いの差の影響が出てくるため増加率が小

さくなり、2045年度に減少に転じた後、2100年度では前回より 21.9%少 ない水準とな

る。

被扶養配偶者数は(2010年度で 6.6%少ない状態であり、その後も前回より少ない水

準で推移する。被保険者数の減少や女性の社会進出の影響等も受け、前回との差は年々

拡大 し、2100年度では 35.6%少ない水準となる。

老齢・退年相当受給者数は、2010年度では前回に比べて 0.5%少なくなっているが、

寿命の延びの影響で 2020年度以降は前回より増加する。2015年度から2040年度にかけ

て若千増加 した被保険者が受給者増に結びつくことから、2060年度から 2070年度には

前回に比べ 2.0%を超える増加 となっているが、次第に少子化の影響が出てくるため増

加率が減少 し、2085年度以降は前回より少なくなる。2100年度では前回に比べ 5.8%少

ない状態となる。

(図表トト1)国共済十地共済の被保険者数等の平成 16年財政再計算との比較

年度

被保険者数 被扶養配偶者数 老齢・退年相当受給者数

平成 16年
財政再計算
∩

平成21年

財政再計算
の

割合

``ハ

_4ヽ ノヽnヽ

平成16年

財政再計算
′`

平成21年
財政再計算
′う

割 合
平成16年
財政再計算

平成21年
財政再計算

割合

`の
一∩ /ヽ∩

２０‐０

２０． ５

２０２０

２０２５

２０３０

２０３５

２０４０

２０４５

２０５０

２０５５

２０６０

２０６５

２０７０

２０７５

２０８０

２０８５

２０９０

２０９５

２． ００

２‐０５

千人      千人       °/0
3,927      3,905     ∠ゝ 0.6
3,629      3,642        0 3
3,414      3,500        2.5
3,263      3,371        3.3
3,122      3,200        2 5
2,942      2,978        1.2
2,710      2,713        0 1
2,525      2,513     ∠ゝ 0 5
2,371      2,386     ∠ゝ  1 5
2,247      2,179     △ 3 0
2,135      2,027     △ 5.1
2,020      1,867     ∠ゝ 7.6
1,906      1,719     ∠ヽ 9 8
1,806      1,596    △  11 6
1,719      1,494    △ 13 1
1,644      1,401    △  14 8
1,579      1,312    ∠基 16.9
1,520      1,225    ∠ヽ 19.4
1,466      1,144    ∠ゝ 21.9

1.073

千人     千人      %
1,277      1,194     ∠ゝ 6 6
1,164      1,057     ∠ゝ 9.2
1,087        968    ∠ゝ 11.0
1,037        895    ∠ゝ  13 7
1,007        824    ∠ゝ  18.2
960        759    ∠ゝ 20.9
885        704    ∠ゝ 20 5
811         651    ∠ゝ 19 8
746        600    ∠ヽ  1916
696        552    ∠1 20 6
659        508    ∠ゝ 22 9
632        466    ∠ヽ 26 2
608        432    ∠ゝ 29.0
582        405    ∠ゝ 30.4
548        380    ∠ヽ  30 7
514        356    ∠ゝ 30 8
484        333    ∠ヽ 31 3
463        310    ∠ゝ 32.9
450        290    ∠ゝ 35.6

272

千人    百万人      ツ
2,526      2,512     ∠ゝ 0 5
2,744      2,743     ∠ゝ 0.1
2,695      2,707        0.5
2,559   2,587    1.1
2,551      2,587         1.4
2,499      2,535        1 4
2,452      2,483         1.2
2,312      2,335         1.0

2,198      2,195        0.1
2,073      2,090        0 8
1,958      2,005        2 4
1,868      1,924        3 0
1,789      1,826        2 1
1,692      1,708        0.9
1,564      1,568        0.2
1,450      1,437     ∠ゝ 0 8
1,359      1,329     ∠ヽ 2 2
1,283      1,236     ∠ヽ 3.7
1,226      1,155     ∠ヽ 5.8

1 075
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図表 トト2は、国共済十地共済の給付費、基礎年金拠出金、保険料収入、年度末積立

金について前回と今回で比較したものである。

給付費は、名 目額では 2020年度まで前回より減少 しているが、平成 21年度価格で比

較すると一貫して前回より増力日している。平成 21年度価格でみると、寿命の延びやマク

ロ経済スライ ドの開始年度が遅れた影響に加え、今回は前回より早い 2019年度に報酬比

例部分のマクロ経済スライ ドが終了するため、前回に比べた増加率は次第に大きくなり、

2025年度には 5.9%の増カロとなる。以後この差は若干縮小するが、2060年度から 2070

年度の老齢 。退年相当受給者数の増加が大きかったことを反映して 2060年度以降しばら

くの間は 8.0%を超える増加率となる。その後少子化の影響で老齢 0退年相当受給者数

が減少すると、給付費の前回との増加率も縮小し、2010年度では 0.5%の増加となる6

基礎年金拠出金の前回からの変化は、他制度同様、被保険者数及び被扶養配偶者数の

変化 と拠出金単価の変化が合わさったものとなっている。基礎年金拠出金は、203σ年度

まで前回に比べ増加 しているが、2035年度以降は、マクロ経済スライ ドの期間が延びる

影響で拠出金単価が減少 していること等を反映し、前回より少ない水準で推移する。拠

出金単価は 2060年度に増加に転 じるものの、被保険者数や被扶養配偶者数の減少率が大

きく、基礎年金拠出金の前回からの減少率は年々拡大し、2100年度では 15。 7%の減少と

なつている。

保険料収入は、最近の賃金の下落傾向を反映して、2010年度では平成 21年度価格で

7.6%の減少となっている。2020年度以降は、被保険者数の増加の影響や最終保険料率

を 18.8%か ら 19.8%へ引き上げた効果で、前回に比べて増加 している。その後、被保険

者数が前回に比べ少なくなつていくことを反映し、2060年度以降は前回より少ない状態

となり、2100年度の保険料収入は前回に比べ 16.6%の減少 となつている。

年度末積立金は、2010年度では前回に比べ 1.9%増加 しているが、2015年度から2030

年度までは前回より少ない水準で推移する。2035年度で増加に転じた後は前回からの増

加率が年々拡大し、2100年度で 90.0%多い水準となる。他制度同様、積立度合を 1と す

る年度が 5年遅くなっていることが反映されている。
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(図表卜5-2)国共済+地共済の給付費等の平成 16年財政再計算との比較

年度

給付費 基礎年金拠出金

名目額 (再計算結果) 平成21年度価格 名目額 (再計算結果 ) 平成21年度価格
平 成16年

財政再計算
∩

平成 21年

財政再計算
∩

割 合
平成16年
財政再計算

平成 21年

財政再計算
害J合

平成 16年

財 政再計算
∩

平成 21年

財政 再計算
の

害J合

イの一
`ら

ノヽ∩

平成 16年

財政再計算
∩

平成 21年

財政再計算
の

割合

`の
_^ヽ /∩

2010

2015

2020

2025

2030

2035

2040

2045

2050

2055

2060

2065

2070

2075

2080

2085

2090

2095

2100
,10呵

億円     億円      %
66,500    62,543    Zゝ  6 0
69,410    66,726    ∠ゝ 3.9
68,669    67,465    ∠ゝ  1.8
68,575    68,976       0 6
71,599    71,744       0.2
75,708    76,324       0.8
81,579    83,824       2.8

85,153    89,859       5.5
89,480    96,596       8 0
93,866   105,500      12 4
98,000   115,733      18.1
103,415   126,606      22 4
110,202   136,960      24.3
116,585   146,211      25 4
120,799   153,720      27 3
125,208   161,300      28.8
131,546   170,121      29 3
138,908   179,273      29 1
147,336   188,476      27 9

197.214

億円     億円      %
61,773    61,861       0 1
58,461    61,314       4 9
52,128    54,994       5 5
46,920    49,695       5.9
44,154    45,686       3.5
42,079    42,957       2 1
40,867    41,699       2 0
38,447    39,509       2 8
36,414    37,539       3.1
34,429    36,237       5_3
32,398    35,135       8 4
30,813    33,971      10 2
29,595    32,481       9.8
28,219    30;648       8.6
26,353    28,479       8 1
24,619    26,413       7 3
23,313    24,622       5 6
22,188    22,933       3 4
21,211  21,310    0.5

19、 708

億円    億円     7
17,284    17,005    △ 1 6
19,074    19,101       0 1
19,970    20,544       2 9
21,095    21,645       2 6
23,613    23,177    ∠■ 1.8
27,374    25,718    ∠ゝ 6 1
31,288    29,069    ∠ゝ 7 1
34,468    32,704    ∠ゝ 5 1
37,160    36,004    ∠ヽ 3.1
39,317    39,118    ∠ゝ 0 5
41,409    42,498       2 6
43,729    45,955       5 1
46,086    48,940       6 2

48,435    51,459       6 2
50,512    53,676       6 3
52,535    55,996       6.6
54,701    58,668       7 3
57,249    61,641       7 7
60,314    64,771       7.4

67 9Я R

億円    億円
6,055    16,819
6,066    17,552
5,160    16,746
4,433    15,594
4,561    14,759
5,215    14,475    △
5,674    14,461    △
5,563    14,379    ∠ゝ
5,122    13,992    △
4,421    13,436    △
3,689    12,902    △
3,029    12,331    △
2,377    11,607    ∠ゝ

1,724    10,786    △
1,020     9,944    △
0,330     9,169   ∠ゝ
9,694     8,491   △
9,144    7,885   △
8,683     7,323   ∠ゝ

A 791

生

鋭

∝

＆

Ｌ

４

■

■

■

ａ

■

ａ

ａ

＆

ａ

■

２

３
．
■

年 度

保険料収入 年度末積立金

名目額 (再計算結果) 平成21年度価格 名目額 (再計算結果 ) 平成21年度価格
平成 16年

財政再計算

平成 21年

財政再計算
害1合

平成 16年

財政再計算

平成 21年

財政再計算
の

割合

`0_め
/ヽ∩

平成 16年

財 政再計算

平成 21年

財政再計算
割 合

平成 16年

財政再 計算

平成 21年

財政再計算
割 合

2010

2015

2020

2025

2030

2035

2040

2045

2050

2055

2060

2065

2070

2075

2080

2085

2090

2095

2100

億円    億円     %
48,408    42,024   ∠ゝ 13 2
55,502    50,493    ∠ゝ 9.0
63,045    59,990    ∠ゝ 4.8
66,654    68,262       2 4
70,846    73,836       4 2
74,300    78,505       5,7
77,403    82,568       6.7
80,461    86,983       811
83,447    90,830       8 8
87,008    94,642       8 8
90,654    98,668       8 8
94,460   102,921       9,0
99,067   107,938       9.0
105,288   114,378       8 6
112,060   121,325       8 3
118,542   127,795       7 8
125,163   134,218       7.2
132,176   141,077       6 7
140,526   149,228       6 2

159 068

億円    億円     %
44,966    41,566    ∠ゝ 7.6
46,746    46,398    ∠ゝ 0.7
47,859    48,901       2 2
45,605    49,180       7 8
43,689    47,018       7.6
41,297    44,185       7.0
38,776    41,074       5.9
36,329    38,245       5 3
33,959    35,298       3.9
31,913    32,508       1 9
29,969    29,954    ∠ゝ 0 1
28,145    27,616    ∠ヽ  1 9
26,604    25,599    △ 3 8
25,484    23,975    ∠ゝ  5.9
24,447    22,478    ∠ゝ 8 1
23,308    20,927   ∠ゝ 10 2
22,181    19,426   ∠ゝ 12 4
21,112    18,047   ∠ゝ 14 5
20,231    16,872   Zゝ  16 6

lR ttOA

兆円      兆円       %
49 2      47.1    ∠ゝ 4.3
52.3      46 6   △ 11.0
57 0      50 2   Zゝ  12 0

63 2      57 5    Zゝ  9 0

69 7      66.9    ∠ゝ 4.0
75.3      77.4       2 8
78.8      87.4      10 9
81.1      96.9      19 5

82 3     106 3      29.1
82.4     114.5      39 0
81.6     120 4      47 5
79 6     123.2      54.9
75 3     122 4      62 5
69.1     118 5      71 4
62 1     112.3      80 8
54 7     103 7      89.6
46 0      91 5      98 9
35.1      74 4     112 0
214    51_7   141.9

23 ,

メヒ円      リヒ円       ツ
45 7      46.6       1.9
44 1      42.8    △ 2 9
43.3      40 9    △ 5 5
43 2      41 4    ∠ゝ 4.2
43 0      42.6    ∠ゝ 0 9
41 9      43.6       4.1
39 5      43 5      10.1
36 6      42 6      16 3

33 5      41.3      23 3
30.2      39 3      30.2
27.0     36 6     35.5
23.7      33 1      39 5
20 2      29 0      43 5
16 7      24 8      48.4

13.5      20 8      53 6
10 8      17.0      57 9
8,2      13 2      62.4
5.6       9 5      69.8
3 1       5 8      90 0

2.3

注 平成21年度価格は年金数理部会による推計値である。
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国共済+地共済の財政指標の見通しをみると (図表 3-5-3)、 年金扶養比率は、前回と

比べて被保険者数の減少率を小さく見込んでいることから、2030年度までは前回より改

善しているが、少子化の進行度合いの差が次第に大きくなる影響等で、2035年度以降は

前回より低い水準で推移する。2100年度の年金扶養比率は前回に比べ 0.21ポイン ト低

下している。

総合費用率は、最近の賃金の下落や基礎年金拠出金の増加の影響で、2010年度で前回

よりも 0.8ポイン ト高くなうてお り、その後も概 して前回より高い水準で推移する。前

回からの差は、基礎年金部分のマクロ経済スライ ドの期間が延長される効果等で 2030年

度以降しばらくの間小さくなるが、その後は次第に差が大きくなつていき、2085年度以

降は前回より5ポイン トを超える水準となっている。

独自給付費用率は、前回に比べ高い水準で推移 している。特に、2055年度頃からは差

が年々拡大し、2100年度では 5.2ポイン ト高くなっている。2060年度以降は独自給付費

用率と総合費用率の差が同程度となってお り、基礎年金拠出金の負担が前回とほぼ同程

度となっていることを示している。

保険料比率は、2020年度まで前回より低下しているが、最終保険料率の引上げ等によ

る保険料収入の増加の影響もあり、2025年度から 2050年度までは前回よりも高くなっ

ている。2055年度以降は再び前回より低い水準となり、2100年度では 11.6ポイント低

い 67.6%と なっている。

収支比率は、当初は前回より高いが、運用収入の増加等で急速に改善し、2020年度で

は前回と同じ数値になっている。その後 2050年度まで前回との差は拡大 し 12.5ポイン

ト低い水準になるが、以降は年々縮小し、2090年度以降は前回より高い水準になってい

る。

積立比率は、2015年度から 2030年度までは前回より低くなっているが、それ以外は

前回より高い水準で推移する。積立比率のピークは、前回は 2030年度の 8.5であるのに

対し、今回は 2050年度の 9.1と なってお り、後の年度ヘシフ トするとともに水準が高く

なつている。
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(図表 3-5-3)国共済+地共済の財政指標の平成 16年財政再計算との比較

年 度

年金扶養比率 総合費用率 独自給付費用率

平成 16年
財政再計算

平成21年

財政再計算
差

平成 16年

財政再計算
平成21年

財政再計算
差

平成16年
財政再計算

平成21年

財政再計算
差

2010

2015

2020
2025

2030
2035

2040

2045
2050

2055
2060

2065

2070

2075
2080
2085
2090
2095

2100
,105

55       1.55       0 00
32       1.33       0 01
27       1.29       0.02
27        1 30       0 03

22       1 24       0 02
18       1.17    ∠ゝ 0.01
10       1 09    ∠ヽ 0.01
09        1 08    ∠ゝ 0.01
08       1.06    ∠ゝ 0 02
08       1 04    △ 0 04
09       1.01    ∠ゝ 0.08
08       0.97    ∠ゝ 0 11
07       0.94    ∠ゝ 0 13
07       0.93    ∠ゝ 0.14
10       0 95    ∠ゝ 0 15
13       0 97    ∠ゝ 0.16
16       0.99    ∠ゝ 0.17
18       0.99    ∠ゝ 0 19
20       0.99    ∠ヽ 0 21

1 00

%       %
18.1        18 9        0 8

20.1   ｀   21.3        1 2
20 5       21.5         1 0
20.5    21.4     09
212    21.4     02
22 2       22 0     ∠ゝ 0.2
23.3       23.4        0.1
23 7       24.0        0 3
24.2       24 8        0 6
24.4       26.0        1.6
24 5       27 3        2 8
24.8       28 6        3.8
25 1       29.4        4 3
25.0       29 6        4 6
24 4       29.3        4 9
23.9       29 1        5.2
23.7       29.2        5 5
23 7       29.3        5 6
23.6        29 1         5 5

28 6

%       %
154    15.8     0.4
17 2       18 0        0 8
17.6       18 2        0.6
17.6        18 2         0 6

18 0       18 3        0 3
18,7       18 8        0 1
19 5       19 9        0 4
19,7        20 3         0.6

20 0       20 9        0.9
20.2       22 0         1 8

20 2       23 1        2 9
20.5       24.2        3 7
20 8        24 9         4.1

20 7      25_1       4.4
20 2       24,9        4 7
19、 7        24.8         5.1

19.6       24 9        5 3
19.6    25.0     54
19 6       24 8        5.2

24 4

年度

保険料比率 収支比率 積立比率

平成 16年
財政再計算

平成21年

財政再計算
差

平成 16年
財政再計算

平成21年
財政再計算

差
平成16年

財政再計算
平成21年

財政再計算
差

2010

2015

2020
2025
2030
2035
2040

2045

2050
2055
2060

2065
2070

2075

2080
2085
2090
2095
2100

2105

%       %
84、 4       80 8     ∠ゝ 3.7
84.6       80 1     ∠ゝ 4 6
90.9       87 5     ∠ゝ 3 4
91 0       92 0        1.0
88 4       91 8        3 4
84 4       89.2        4 8
80 2       84 2         3 9

788    819     30
77.3       79 2         1 8
76.7       75 6     ∠ゝ  1 1
76 4       72.0     ∠ゝ 4.3
75.4       68 8     ∠ヽ 6.6
74 3       66.9     ∠ゝ 7.5
74 8       66 5     ∠ヽ 8 3
76 7       67.2     ∠ゝ 9 5
78 3       67 5    ∠ヽ 10 7
78 8       67 3    ∠ヽ  11.5
78.9       67 1    ∠ゝ  11,7
79 2       67 6    ∠ヽ  11.6

68 8

89.8      103.1        13 3

91.2       98 8        7.6
85 8       85.8        0 0
84.8       81.5     ∠ヽ 3.3
86.6       80 2     △ 6.4
90 0       80,7     △ 9.3
94.5       83.6    ∠ヽ 10 9
96 4       84.7    ∠ゝ 11 7
98.7       86.2    △ 12 5
100 5       89.2    ∠ヽ  11.3
102 0       93.3     ∠ゝ 8.7
104 7       98.2     ∠ゝ 6.5
108 4      102.7     ∠ヽ 5,7
110 6      106.0     ∠ヽ 4.6
110 8      108.3     ∠ヽ 2.5
111.4    1114     00
113 5      116 3        2 8
116.7   .  122 3        5,6
120.1       129 1        9.0

136.3

△

△

△

△
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6.私学共済

私学共済の被保険者数、被扶養配偶者数、老齢・退年相当受給者数について前回と今

回を比較したものが図表 3-6-1で ある。

被保険者数は、前回の財政再計算では最初から減少する見込みとなっていたが、実績

では最近まで増加しており、その影響で 2010年度には前回より11.9%多 くなつている。

しかし、前回よりも少子化の進行が早い上、学齢人口に応じて被保険者数を設定してい   ヽ

るためその影響が早く出ることなどから、被保険者数は前回に比べて急速に減少し、2030

年度以降は前回より少なくなるとともに、減少率も拡大していく。2100年度には前回よ

り38.8%少ない水準となる。

被扶養配偶者数は、直近の被保険者数の増加の影響もあり、2020年度には前回より

1.2%増加しているが、2025年度以降は前回より少ない水準となり、減少率も拡大を続

ける。2100年度では 42.4%少ない水準になっている。

老齢・退年相当受給者数は、直近の被保険者数の増加や寿命の延びの影響で前回より

増加しており、増加率も年々拡大していく。しかし、2055年度に最大の 21.5%増 となっ

た後は、少子化の度合いの差の影響等で増加率が減少していき、2100年度では前回より

4.9%少ない水準となっている。

(図表 3-6-1)私学共済の被保険者数等の平成 16年財政再計算との比較

年度

被保険者数 被扶養配偶者数 老齢・退年相当受給者数

平成 16年

財政再計算
∩

平成21年

財政再計算
a

割合

ra_∩、/∩

平成16年

財政再計算
∩

平成21年

財政再計算

`2

Ell合

′0_∩ /ヽ∩

平成16年

財政再計算
∩

平成21年

財政再計算
の

割合

ィn_∩ 、/∩

‐０

‐５

２０

２５

３０

３５

４０

４５

５０

５５

６０

６５

７０

７５

８０

８５

９０

９５

００

０５

２０

２０

２０

２０

２０

２。

２０

２。

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２０

２．

２‐

千人      千人       %
420        471       11,9
406        449       10 6
393        425        8 3
370        383        3.6
346        340     ∠ゝ 1 6
325‐         311     ∠ヽ 4 1
305        290     △ 5.0
290        272     ∠ゝ 5.9
277        255     ∠ヽ  7.8
264        236    △ 10 8
252        215    △  14.5
239        198    ∠ゝ  17 4
229         184    ∠ゝ  19.7

223        173    △ 22 4
218         163    ∠ヽ 25.4

214        152    ∠ヽ 28 9
209        141    △ 32 5
205        131    △ 35.8
202         123    ∠ヽ  38.8

116

千人

99

97

94

87

77

70

64

58

55

51

47

°
/c

△ 0.7

0.8

12
△ 2.0

△ 7.0

△ 101
△ 12.0

△ 142
△  15.6

△ 175
△ 20.0
∠ゝ 22.3
△ 24.4

∠ゝ 27.2

∠ゝ 30 2
△ 33.4

∠ゝ  36 7

∠ゝ 39.7
△ 42.4

執
００
９７
９３
８８
８３
７８
７２
６８
６５
６２
５９
５６
５４
５２
５０
４９
４８
４７
４７

４

１

８

５

３

１

９

７

５

双
０２
２４
３６
４‐
４８
５３
５８
６２
６６
６３
５６
４４
２９
‐５
０４
９５
８９
８４
７８
７３

百
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

秩
０２
２２
３０
３２
３７
３９
４‐
４。
３８
３５
３０
２３
‐５
０７
９９
９４
８９
８６
８２

%
05
1.9

4.3

66
8.2

96
12_0

15.5

19.8

21.5

20,0

16.7

127
8.3

45
1.6

△ 0.5

△ 24
△ 4.9
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給付費は、名 目額では一貫して前回より増加 しているが、平成 21年度価格でみると、

2070年度までは増加、2075年度以降減少 となっている。当初は、受給者数の増加やマク

ロ経済スライ ドの開始年度が遅くなる影響などで、前回からの増加率が 10%を超えてい

る。その後一度増加率は縮小するが、受給者数の大幅な増加を反映して 2045年度以降再

び拡大し、2055年度には 11.0%増 となつている。以後は少子化度合いの差の影響で前回

との差が縮小 し、2075年度に前回の給付費を下回 り、2100年度では 16.7%の減少とな

つている。                 ｀

基礎年金拠出金は、他制度同様、被保険者数及び被扶養配偶者数の変化 と拠出金単価

の変化を合わせたものとなる。当初は、被保険者数や拠出金単価の増加を反映し前回よ

り増カロしているが、その後、2030年度から被保険者数が 2035年度から拠出金単価が減

少に転じ、基礎年金拠出金も前回より減少する。2060年度以降に拠出金単価が増力日に転

じた後も、被保険者数や被扶養配偶者数の減少の効果の方が大きく、前回からの減少率

は拡大し、2100年度の基礎年金拠出金は 34.3%の減少となっている。

保険料収入は、当初の被保険者数の増加や最終保険料率を 18.5%か ら 19.4%へ引き上

げた影響で、2050年度頃まで前回より増加 した状態が続く。それ以降は、被保険者数の

減少の効果が保険料率引上げの効果を上回り、前回より少ない水準となり、2100年度の

保険料収入は前回より29.8%の減少 となっている。

年度末積立金は、2030年度まで前回より少ない状態であるが、2035年度以降は前回に

比べ増加 し、前回からの増加率も拡大していく。2100年度では前回より82.2%の増とな

つているが、これは積立度合を 1にする年度を前回より5年間遅らせていることが影響

している。
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(図表 3-卜2)私学共済の給付費等の平成 16年財政再計算との比較

年度

給付費 基礎年金拠出金

名目額 (再計算結果) 平成21年度価格 名目額 (再計算結果 ) 平成21年度価格

平成16年
財政再計算

平成 21年

財政再計算
割 合

平成16年
財政再計算

平成 21年

財政再計算
害1合

平成16年
財政再計算

平成21年
財政再計算

割合

rの_∩ )/∩

平成 16年

財政再計算
∩

平成 21年

財政再計算
の

割合

め ∩ヽ ′ヽ∩

2010

2015

2020

2025

2030

2035

2040

2045

2050

2055

2060

2065

2070

2075

2080

2085

2090

2095

2100

億円    億円     %
2,774.    2,913       5.0

3,135     3,305       5.4
3,493     3,696       5.8
3,968     4,209       6.1
4,752     5,009       5.4
5,765     6,103       5 9
6,989     7,505       7 4
8,271     9,155      10.7
9,514  、 10,970      15.3
10,600    12,564      18.5
11,572    13,774      19.0
12,370    14,594      18.0
13,011    15,118      16.2
13,594    15,520      14.2
14,197    15,955      12 4
14,883    16,498      10 8
15,677    17,148       9.4
16,564    17,870       7.9
17,533    18,606       6 1

億円    億円     %
2,577     2,881      11 8

2,641     3,037      15 0
2,652     3,013      13.6
2,715     3,033      11.7
2,931     3,190       8 8
3,204     3,435       7 2
3,501    3,733      6 6
3,734     4,025       7.8
3,872     4,263      10.1
3,888     4,315      11.0
3,825     4,182       9.3
3,686     3,916       6.2
3,494     3,585       2.6
3,290     3,253    Zゝ  1.1

3,097     2,956    ∠ヽ 4.6
2,926     2,701    ∠ゝ 7.7
2,778     2,482   ∠ヽ  10 7
2,646     2,286   ∠ゝ  13 6
2,524     2,104   ∠ゝ 16.7

1 93禽

億円    億円     %
1,620     1,752       8 1
1,872     2,037       8 8
2,012     2,201       9.4
2,085     2,188       4.9
2,271     2,188    ∠ゝ 3 7
2,599     2,346    ∠ゝ 9 7
3,012     2,645   ∠ゝ 12 2
3,400     2,995   zヽ  11.9

3,751     3,356   ∠ゝ 10.5
4,018     3,671    ∠ゝ 8.7
4,259     3,959    ∠ゝ 7.0
4,509     4,271    △ 5 3
4,794     4,568    ∠ゝ 4 7
5,148     4,814    ∠ゝ 6 5
5,529     5,027  ヽ ∠ゝ 9 1
5,922     5,237   ∠ゝ  11.6
6,327     5,473   ∠ゝ 13.5
6,768     5,755   ∠ゝ 15.0
7,267     6,075   ∠ヽ  16 4

6 409

億円

505

576

527

427

401

445

509

535

526

474

408

344

287

246

206

164

121

081

046

イ意円       ツ
733      15.2
872      18 7
794      17.4
576      10.5
393    ∠ゝ  0、 5

320    Zゝ  8.6
316  △ 12 8
317   ∠ゝ 14 2

304   zヽ  14.5

261   ∠ゝ 14 5
202   △ 14.6
146   △ 14 7

083   Zゝ  15.9
009   △ 19 0
931   ∠ゝ 22 8
858   ∠ゝ 26.4
792   ∠ゝ 29.4
736   Zヽ 31 9
687   ∠ヽ 34 3
A40

年度

保険料収入 年度末積立金

名目額 (再計算結果) 平成21年度価格 名目額 (再計算結果 ) 平成21年度価格

平成 16年

財政 再計算

平成 21年

財政再計算
か

割 合
平成 16年

財政再計算

平成21年
財政再計算

割 合
平成16年
財政再計算

平成 21年

財政 再計算
割 合

平成 16年

財政再 計算

平成21年

財政再計算
害1合

2010

2015

2020

2025

2030

2035

2040

2045

2050

2055

2060

2065

2070

2075

2080

2085

2090

2095

2100
,105

億円     億円       ツ
3,534     3,494    Zゝ  l l

4)354     4,508       3 5
5,293     5,598       5.8
6,238     6,546       5 0
6,737     7,310       8 5
7,022     7,582       8.0
7,293     7,918       8 6
7,625     8,287       8 7
8,044     8,684       8.0
8,493     9,059       6 7

8,959     9,409       5 0
9,451     9,834       4.0
10,025    10,380       3.5
10,771    11,013       2 2
11,636    11,666       0.3
12,596    12,292    ∠ヽ 2 4
13,645    12,91l    Zゝ  5.4
14,809    13,599    ∠ゝ 8.2
16,145    14,429   ∠ヽ 10 6

億円     億円      %
3,283     3,456       5.3
3,667     4,142      13.0
4,018     4,563      13 6
4,265    4,717      10 6
4,155     4,655      12.0
3,903     4,267       9 3
3,654     3,939       7.8
3,443     3,644       5.8
3,274     3,375       3.1
3,115     3,11l    zゝ  0.1

2,962     2,857    ∠ゝ 3 6
2,816     2,639    Zゝ  6 3

2,692     2,462    ∠ヽ 8.6
2,607     2,308   ∠ゝ  11.5
2,539     2,161   ∠ヽ  14 9
2,477     2,013   ∠ゝ 18.7
2,418     1,869   ∠ゝ 22.7
2,365     1,740   ∠ゝ 26 5
2,324     1,631   Zゝ  29.8

ツ
`円

      兆円       %
37    35  Zゝ 48
44    3.8  ∠ゝ 134
5.4    47  Zゝ 13.4
68   61 △ 101
85    8.0  ∠ゝ 5.2
10.1      10 1    ∠ゝ 0 1
11.4    11.9    50
12 3      13 5       9,7
12 8      14 5      13 5
12 9      15.0      16 0

12.7      15.0      18.4
12 1      14.6      20_7
11 3      14.0      23 8
10 3      13.3      28 6
9 2      12 4      35 5
7 9      11.4      45 0
6.4      10.2      58 5
4 7       8.5      80 6
2.8       6.4     132:0

19

リヒ円      メ色円       ツ
34    3.4    14
3.7    3.5  zヽ 55
41    3.8  ∠ゝ 70
47    4.4  △ 5.3
52     5.1   ∠ゝ 21
56    5.7    1.2
57    59    4.2
5.6    5.9    68
52    56    84
47    51    86
4.2    4.6    8.7
3.6    3.9    8.7
30    3.3    9.4
25    2.8    114
2.0    23    15.1
1 6      1 9     20 8
1.1       1.5      29 5
0 8       1 1      44.7
0 4       0.7      82.2

0 4

注 平成21年度価格は年金数理部会による推計値である。
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私学共済の財政指標の見通 しをみると (図表 3-6-3)、 年金扶養比率は、直近の被保険

者数の増加の影響で 2020年度までは前回より高くなっているが、2025年度に逆転した

後、前回に比べて急速に低下する。年金扶養比率自体は 2070年度以降上昇に転 じるが、

少子高齢化度合いの差が次第に大きく影響し、前回に比べた低下幅は年々拡大していく。

2100年度の年金扶養比率は、前回よりも 0.88低い水準となっている。

総合費用率は、一貫 して前回より高くなっている。前回と比較しての上昇幅は 2025年

度の 0.5ポイン トから次第に拡大し、2055年度以降は 4ポイン ト前後高い水準で推移す

る。

独 自給付費用率も、総合費用率と同様にすべての期間で前回よりも高くなつており、
.

2055年度以降は 4ポイン ト前後の上昇となっている。この上昇幅は総合費用率と同程度

となってお り、他の被用者年金制度 と同様、基礎年金拠出金の負担が前回と同程度であ

ることを示 している。

保険料比率は、2010年度で前回より 8.1ポイン ト低くなつている。2030年度以降は、

最終保険料率を前回よりも引き上げたことや基礎年金拠出金の減少などにより前回より

も高い水準になるが、2045年度以降は逆転し、以後は一貫 して前回より低い水準で推移

する。

収支比率は、2010年度には前回より 16.5ポイント高くなっているが、運用収入の増

加等によりこの差は次第に縮小し、2030年度に前回より低い 61.1%まで改善する。その

後、収支比率は再び上昇していくが 2095年度まで前回より低い水準を維持 している。

積立比率は、当初は前回と比べ低い水準となっているが、2045年度から 2055年度に

ほぼ同程度となり、その後は高い水準で推移 している。後半で水準が高くなっているの

は、他制度と同様、積立度合を 1にする年度が遅れたことが影響 している。
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(図表 3-6二3)私学共済の財政指標の平成 16年財政再計算との比較

年 度

年金扶養比率 総合費用率 独自給付費用率

平成 16年

財政再計算

平成21年
財政再計算

差
平成16年
財政再計算

平成21年

財政再計算
差

平成16年
財政再計算

平成21年
財政再計算

差

2010

2015

2020

2025

2030

2035

2040

2045

2050

2055

2060

2065

2070

2075

2080

2085

2090

2095

2100
,105

4 12       4.59       0.47
3.33       3.61       0.29
3 02       3.14      0 12
2 81        2.73     ∠ゝ 0.08

2.53       2 30    ∠ヽ 0 23
2 33       2 04    Zゝ  0 29

2.17        1.84    ∠ゝ 0.33
2.06        1 68    ∠ゝ 0 38

2.00        1.54    ∠ゝ 0 46

1_97        1.44    ∠ゝ 0 52
1.94       1.38    ∠ゝ  0′ 56
1.94        1.38    ∠ゝ 0 57

2.00        1.42    ∠ゝ 0.57

2.09        1.50    ∠ゝ 0.59
2. 19        1 56     ∠ヽ 0 63

2 28        1.59    ∠ヽ 0 68
2 34        1 59    ∠ゝ 0.75
2.39        1.57    ∠ヽ 0 82
2.45        1.58    ∠ヽ 0.88

1 60

°/o       %
12 3       13.4        1.1
13.2       14.6        1 3
13.9    147     08
14.8       15.3        0 5
16.4       16.9        0 5
18 6        19.2        0 6
21 4       22.2        0.8
24 0       25 4        1.4
26 0       28 6        2.6
27.2       31 1         3.9
28 0       32 3        4 3
28.4       32.8        4 4
28.2       32.3        4 2
27.5    31.4     3.9
26.7       30.5        3.8
26 0       30.0        4 0
25 3       29.7        4.4
24 7       29 4        4.7
24.0       28 9        4 9

28 3

%       %
95    10.3     08
102    114     12
10 8       11.5        0 7
11.8    12.3     05
13.3       14.0        0 7
15.2       16 2        1 0
17 6       19.0        1.4
199    21.9     20
21 7       24 9        3.2
22.9       27.2        4.3
23 7       28 2        4 6
24 0       28 6        4 6
23 8       28 1        4 3
23.1       27.2        4.0
22.4       26.4        4、 0
21.7       25.9        4 2
21 1       25.6        4.6
20 5       25.3        4.8
19 9       24 9        5 0

24 3

年 度

保険料比率 収支比率 積立比率

平成16年
財政再計算

平成21年
財政再計算

差
平成16年
財政再計算

平成21年

財政再計算
差

平成16年

財政再計算

平成21年
財政再計算

差

2010

2015

2020

2025

2030

2035

2040

2045

2050

2055

2060

2065

2070

2075

2080

2085

2090
2095

2100
2105

%       %
101.1       93.0     ∠ゝ  8.1
107 1       97.5     ∠ゝ 9.7
115 0       109 0     ∠ゝ 6.1

119 9       116 3      ∠ヽ 3.6
112.1      114 4        2 3
98 4     ‐100.4        2.0
85 9       86 9         1.0
76.5        76 0      ∠ゝ 0 5

70.6       67 5     ∠ゝ 3 2
67.4       62.0     ∠ゝ 5.3
65 4       59.7     ∠ヽ 5 7
64.6       58.8     ∠ゝ 5.8
65.1    .   59.6     ∠ゝ 5 4
66.6       61.4     ∠ゝ 5.2
68.6       63.2     ∠ゝ 5 4
70.6       64.3     ∠ゝ 6.3
72.4       64 9     ∠ゝ 7.5
74.2       65.5     ∠ゝ 8.7
76.3       66.7     ∠ヽ 9.6

6Я 2

%       %
74.8       91 4       16.5
71、 2       82.9       11.7
66.1       69 1         3.0

62.4       63.0        0 6
64.2       61.1     △ 3 1
70.3       65.4     ∠ゝ 4.9
78.4       72.1     ∠ゝ 6.3
86.9       79 9     ∠ゝ 7 0
94.4       88.8     △ 5.6
100.4       96.9     ∠ゝ 3.5
105 7      102 0     ∠ヽ 3.7
110 0      106 3     ∠ヽ 3.7
113 1      108 5     △ 4.6
115 0      109 5     ∠ゝ 5.6
116 4      110 6     ∠ヽ 5.9
118 0      112.9     ∠ヽ 5.1
119.9       116.6     ∠ゝ 3.3
122.0       121.4     ∠ゝ 0.6
123.9       126 6        2.7

132.4

101     92   △ 10
10.4     80   ∠ゝ 2.4
11.2     8.7   ∠ヽ 26
12.5       10.3     ∠ヽ 2.2
13.6     11.9   ∠ゝ 16
13.7       12.8     ∠ゝ 0 9
13.1       12.7     ∠ゝ 0 4
12.2       12 1     △ 0.1
112    112   ∠ゝ 0.0

10.2       10.2     ∠ゝ 0.0
9.3     95     02
84     8.8     0.4
75     8.1     0.7
6.5     7.5     1.0
5.6     68     1.3
4.6     6.1     1.5
3.6     53     1.7
25     43     1.7
1.5     32     1.7

,0

6ヽ0・




